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会員異動（2015 年 5 月）

新　入　会
特別会員 1 社，個人会員 14 名，学生会員 125 名

［東北北海道支部］
　（個人会員）	 山田　靖幸
　（学生会員）	 江苅　桃子	 久保田高志
	 	 天野　晋作	 武藤　　雅
	 	 村上力輝斗	 山梨　遼太
	 	 熊谷　翔太	 工藤　瑞己
	 	 三浦　雅之	 内田　翔平
	 	 土生　大樹	 高橋　良輔
	 	 村本　　圭	 河西　貴仁
	 	 大墳　隼平	 松井　貴文
	 	 吉野　憲人	 髙山　芳英
	 	 米内奈津美	 浜野　航貴
	 	 近藤　光彦	 中川　博子
	 	 馬場　翔子	 宮本　優子

［関東支部］
　（個人会員）	 小野寺大剛	 石黒　周司
	 	 佐藤　敬蔵	 久保田　圭
	 	 長谷川　誠	 石山　智大	 	

	 NOVIYANTO	Alfian
　（学生会員）	 森　　祐貴	 森田　友真
	 	 栗澤　祐樹	 市村　直樹
	 	 浅野　恵理	 梅原　　崇
	 	 丹波　雅之	 高橋　　誠
	 	 鶴見　秀平	 輪島　拓也
	 	 下西　里奈	 村松　啓貴

	 	 小野　　泰	 菅原　元春
	 	 志田　　守	 村中　健太
	 	 小林　俊介	 佐藤　伸哉
	 	 水野　泰輔	 櫻井　元春
	 	 宇野　弘樹	 鈴木　貴文
	 	 山本　桃子	 久保田雄太
	 	 熊坂　　航	 辻本　祐輔
	 	 桑島　秀明	 林　　直弥
	 	 清野　裕斗	 高橋　宏和
	 	 鶴岡あゆみ	 小林　優貴
	 	 武藤　　至	 奥冨　裕樹
	 	 MANCHINASETTY	Naga	Vijaya	Lakshmi
	 	 高崎　美宏	 渡邊　健太
	 	 中島　勇人	 和泉　　駿

［東海支部］
　（個人会員）	 水野　峰男	 加藤　　理
	 	 TIAN	Ruoming
　（学生会員）	 則武　幸汰	 丸山　莉果
	 	 佐藤　嘉崇	 堀　　勝太
	 	 近藤　祐生	 中川　　悠
	 	 柳瀬　浩之	 橋本　　侑
	 	 森崎　信博	 四井　拓也
	 	 坂下　幹也	 漆原　大典
	 	 吉田　克也	 藤井　創太
	 	 中村　聖奈	 沖林　浩平
	 	 池内　大道	 鈴木　達也

［関西支部］
　（個人会員）	 藤岡　加奈	 布谷　直義
　（学生会員）	 勝見　健太	 小山　翔太

	 	 藤井　賢佑	 ブイタン	タン
	 	 三反園悠祐	 大矢　智久
	 	 鳥本　　彩	 小島　香織
	 	 竹内　　嵩	 芦田　知世
	 	 垂井　洋静	 辰巳　浩規
	 	 加藤　　匠	 久良　智明
	 	 出雲　菜々	 中嶋　沙季
	 	 謝　　宝偉	 内田　善規
	 	 金森　圭央	 水野　裕貴
	 	 三木田梨歩	 長谷　　拓
	 	 松原　菜美	 森　　正樹
	 	 東出　侑也	 柴田　祐也
	 	 辻阪　　舞	 竹村　翔太
	 	 福井　めぐ	 中内　大介
	 	 木全　政樹	

［中国四国支部］
　特別会員 6 級	　戸田工業株式会社
　（個人会員）	 古谷　充章
　（学生会員）	 川田　大貴	 佐野　由汰
	 	 菊川　康一	 永井　福人

［九州支部］
　（学生会員）	 今田　　耀	 早野　慎一
	 	 竹中　　匠	 大久保圭祐
	 	 岡崎　亮太	 NEVES	Susana
	 	 小川　敏史	 脇田　英明
	 	 上野　拓哉

金属 3Dプリンター活用
骨代替材料を作製

　大阪大学大学院工学研究科　中野貴由教授，池
尾直子助教（現：神戸大），石本卓也講師らのグルー
プは，電子ビーム積層造形法を利用して，生体骨
に似た低弾性と衝撃エネルギー吸収性の高い金
属造形体の作製に成功した．今回用いた生体用
Ti-6Al-4V合金は，生体内で長期にわたり力学的
安全性を維持できることから，人工関節をはじめ
とする骨・関節代替部材として非常に広く応用さ
れている．一方で骨よりも5倍程度弾性率が高い
ことから，埋入方向によっては骨溶解や骨質劣化
の原因となる応力遮蔽をひきおこすことから，生
体骨と類似の性質を持つ金属材料の開発が望ま
れていた．
　研究グループは，金属3Dプリンターに注目し，
骨の持つ階層構造と異方的な力学特性を併せ持
つ生体模倣したインプラント材料の造形体を開
発した．金属3Dプリンターでは，金属粉末やセ
ラミックス粉末を利用し直接造形することから，
通常は残留粉末を取り除くことは容易ではなく，

構造によっては粉末を取り除くことさえ不可能
である．
　研究グループは逆転の発想で，本来取り除くべ
き80µmの平均直径のTi合金粉末を構造体の内
部に封じ込め，溶融凝固部には生体骨類似の方向
性を持った形状を付与した金属パウダー・ソリッ
ド複合構造体とすることで，生体骨の持つ異方性
と衝撃吸収性の同時付与を可能とした．
　通常の複合材は，組成の異なる合金を複合化す
るが，金属3Dプリンターにより同じ合金で，異
なるスケールレベルでの階層構造を実現するこ
とで，造形体の力学特性を骨に類似のものとした．
衝撃エネルギーの吸収性はこれまでの既存造形
体に比べ，最大で10倍程度，弾性率は溶融凝固
部の骨格により，骨と同程度の値から高値まで自

由に制御することができた．この残留粉末部では
金属3Dプリンターで造形後，適切な熱処理によ
り粉末同士のネッキングを付与した．
　新規造形体は周囲骨に正常な力の伝達を与え
ることができることから，再生医療との組み合わ
せで，短期から長期にわたる骨インプラントの固
定に対し，極めて有効である．その上，外壁構造
は金属3Dプリンターによって任意形状へと設計
できることから患者ごとにカスタムマイズされ
たテーラーメイド医療が実現される．
　なお，本研究は，内閣府主導のSIP（戦略的イ
ノベーション創造プログラム）／革新的設計生産
技術（佐々木直哉PD）」（NEDO：国立研究開発
法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の中
の成果の一環である．
　成果の一部は，”Novel	powder/solid	composites	
possessing	 low	Young's	modulus	 and	 tunable	
energy	absorption	capacity,	 fabricated	by	electron	
beam	melting,	for	biomedical	applications”として	
JALCOM,	639,	(2015)	336-340に掲載されている．

（大阪大学大学院工学研究科　教授　中野貴由　
連絡先：〒 565-0871	 大阪府吹田市山田丘 2-1,	
E-mail：nakano@mat.eng.osaka-u.ac.jp）
URL：http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp6/
nakano/

［2015年 7月 7日］
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